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（沖から来た波のエネルギーが浅場で一気に盛り上がる）

※自動膨張式は膨らむまで時間がかかるのと、岩角やフジツボなどでこすれ
穴が開くなど、磯場向きではありません

You Tube

釣人が地磯で波に飲まれる画像より

■下着は化学繊維を（ヒー○テッ○極暖系など有効） 綿・ダウンは濡れると保温性が
低下する

■フリース（化繊）又はウール（羊毛）の中着やズボンを着用し、※頭部や首からの体温
発散を防ぐウールの帽子やネックガードを着用、上着は防水・防風性能が高いゴム引き
の厚手カッパやゴアテックスのパーカー（手首・足首が閉まるもの）

海中転落対策は浮くためのライフジャケットのみならず、“低体温症”へ
の対策が必要で、夏以外、“約１５分以内”で水から上がれるか
が実例上、生死が分かれると言っても過言ではありません。

※ ※低体温症になると体が動かなくなり、意識が遠のく（気を失う）
しかし、磯から落水した場合、波にもまれたり潮に流されたりで、この１５

分以内に水から上がることが難しくなります。
この対策としては第一に釣用のウェットスーツを着用することをお勧めします（１万円以下でも出
回っています）※助かった実例あり
ウエットスーツほど完全ではないが生存時間を延ばすための服装として身近にあるものでは次
のようなものが考えられます。 ※ただし、あまり長くは持たない

※人体のうち体温が一番奪われやすい場所が頭部と頸部（首）です

・今回は磯からのヒラスズキ（波の荒い磯場に生息）ねらいであった。
・ウェットスーツ着用は磯釣りにおける危険事例をインターネットで見
て、必要であると思い購入した。

・ウェットスーツを着ていなかったらおそらく死んでいたと思う。
・ウェットスーツは釣具店でのつるし売り品で、いわゆる長袖のフルス
ーツと言われているもので、３ミリ厚のもの。
・その他装備は釣用スパイクシューズ 手袋はネオプレーン素材のも
のにニット帽であった。

・今回、ウェットスーツを着て更にライフジャケット（浮体固定式）をしていたが、やはり波に揉ま
れたときに、ウェットスーツだけの浮力では足らないと感じた。

・水中では寒くなかった、陸に上がってからの方が寒かった。
・転落後は仰向け、バタ足で泳ぎ、上陸地点に向かった どちらに泳げば上がれるか事前に確
認していた。

・大波が来たときは、沖から大きな波が横一線で来るのが見えた。
・初めて入る磯であれば、しばらく磯の様子を見て、波がどのように回ってくるか把握してから
釣り場に立つが、今回は何度も来ている場所であった為、油断し、確認せず、いつもは立た
ない危険な場所（岩）に立ってしまった。
・経験上、磯の波の動きは台風通過後などには、うねりの方向や大きさが一定しておらず予想
しにくい。

波に飲まれたときには磯を這い上がった波が底へ底へと巻きこむ流れ
になるため、ウェットスーツの浮力だけではなかなか浮かび上がれない
ものです。
溺れないように早く浮かび上がって呼吸をするためにも救命胴衣で浮
力を稼ぐ必要があるわけです。
また、落水時を考え、落ちた位置からどちらに泳げば上がれる場所が
あるか予めチェックしておきましょう。


